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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期

第２四半期
連結累計期間

第56期
第２四半期
連結累計期間

第55期

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成25年３月31日

自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日

自 平成24年10月１日
至 平成25年９月30日

売上高（千円） 48,348,620 55,154,001 92,294,824

経常利益（千円） 7,133,897 9,857,677 9,675,682

四半期（当期）純利益（千円） 4,132,632 5,737,933 5,426,931

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
4,329,933 6,041,489 6,084,218

純資産額（千円） 52,384,024 59,290,071 54,097,713

総資産額（千円） 124,238,831 137,517,580 120,006,277

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
154.60 214.66 203.02

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
154.51 214.51 202.90

自己資本比率（％） 40.8 41.6 43.5

営業活動によるキャッシュ・

フロー（千円）
5,257,824 5,772,115 11,376,853

投資活動によるキャッシュ・

フロー（千円）
△414,334 △863,802 △962,782

財務活動によるキャッシュ・

フロー（千円）
△2,912,258 △3,773,735 △8,055,817

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
21,427,384 22,948,086 21,830,547

　

回次
第55期

第２四半期
連結会計期間

第56期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年１月１日
至 平成25年３月31日

自 平成26年１月１日
至 平成26年３月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
90.14 110.81

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。　　

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　（１）業績の状況

 当第２四半期連結累計期間（平成25年10月１日から平成26年３月31日）におけるわが国経済は、政府及び

日本銀行の経済対策や金融緩和を背景に企業収益の改善や個人消費の持ち直し等ゆるやかな回復基調がみら

れました。

     建設業界においては、震災地復興関連政策や国内インフラ老朽化対策・防災対策による公共投資が増加い

たしました。また、消費増税前の駆け込み需要に伴う住宅建築やメーカーの設備投資により民間投資も堅調

に推移いたしました。一方で入札の不調や建設資材、労務費の高騰が依然として懸念され環境変化への対応

力が課題でありました。

     このような状況下、当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用関連会社）は技術提案商品及び建設

ＩＣＴ施工用機械の充実により他社との差別化に取り組んでまいりました。また、地元密着型営業を継続

し、地元業者向けＩＣＴ施工のセミナーの開催や地元業者自身の売上拡大につながる情報・技術提案・建設

機械の拡充に努める等、地元密着・地元貢献の営業を強化してまいりました。

その結果、連結売上高は55,154百万円（前年同四半期比114.1％）、営業利益9,699百万円（同

146.7％）、経常利益9,857百万円（同138.2％）、四半期純利益5,737百万円（同138.8％）となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

①レンタル関連事業

 道路・土木関連商品については、震災地の復興工事や全国各地でのインフラ関連のプロジェクト工事が順調

でありました。震災地では地元業者を中心に除染関連工事が引き続き活発で、路面洗浄や吸引車を導入し、受

注に努めて参りました。この他、各地のインフラ関連工事においては、都市圏の物流網や鉄道高架等の交通網

整備、駅前再開発工事での売上が増加いたしました。また、各地の防災・減災対策工事では、ＩＣＴ施工・無

人化施工が引き続き活況であり、河川工事や築堤工事等での売上が寄与いたしました。

　建築・設備関連商品ではインフラ補修や消費増税前の住宅・店舗等の建築・リニューアル工事により堅調な

伸びを見せました。　　

　その結果、売上高は53,458百万円（前年同四半期比113.9％）、営業利益9,539百万円(同147.9％)となりま

した。

　　

②その他 

   輸出関連産業は回復基調を見せており、国内製造工場における産業用車両等の引き合いが増加しており、売

上は堅調に推移いたしました。シールド工事で使われてきたバッテリー式運搬台車が地下鉄の電気設備工事で

も使用される等用途も拡がってきています。

　売上高は1,695百万円（前年同四半期比120.1％）、営業利益164百万円(同126.8％)となりました。
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（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末残高から1,117百万円増加

し、22,948百万円となりました。各キャッシュ・フローの増減状況とその要因は次の通りです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって得られたキャッシュ・フローは、5,772百万円（前年同四半期は5,257百万円の収入）とな

りました。これは主に、税金等調整前四半期純利益9,781百万円、減価償却費6,645百万円、賃貸資産の取得に

よる支出4,525百万円、売上債権の増加6,224百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動に使用されたキャッシュ・フローは、863百万円（前年同四半期は414百万円の支出）となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出583百万円,短期貸付金の増減額（支出）102百万円によるもの

であります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動に使用されたキャッシュ・フローは、3,773百万円（前年同四半期は2,912百万円の支出）となりま

した。これは主に、有利子負債の返済による支出4,281百万円と、長期借入による収入1,200百万円及び社債の

発行による収入198百万円によるものであります。 

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 51,335,700

計 51,335,700

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 27,089,764 27,089,764
㈱東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は100株

であります。

計 27,089,764 27,089,764 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成26年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年１月１

日～　

平成26年３月31日

－ 27,089,764 － 6,045,761 － 7,355,750
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（６）【大株主の状況】

 平成26年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

㈲ニシオトレーディング 大阪市天王寺区堂ヶ芝１丁目９－２ 3,760 13.88

西尾　美子 大阪市都島区 2,928 10.81

日本トラスティ・サービス

信託銀行㈱(信託口)
東京都中央区晴海１丁目８－11 1,694 6.25

西尾レントオール社員持株

会
大阪市中央区東心斎橋１丁目11－17 1,636 6.04

日本マスタートラスト信託

銀行㈱（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11－３ 1,230 4.54

西尾レントオール取引先持

株会　
大阪市中央区東心斎橋１丁目11－17　 1,061 3.92

一般財団法人レントオール

奨学財団
大阪市中央区東心斎橋１丁目11－17 840 3.10

ザ　チェース　マンハッタ

ン　バンク　エヌエイ　ロ

ンドン　エス　エル　オム

ニバス　アカウント

（常任代理人　㈱みずほ銀

行決済営業部）　　

WOOLGATE HOUSE, COLEMAN STREET LONDON EC2P

2HD, ENGLAND　

（東京都中央区月島４丁目16－13）　　

829 3.06

西尾　公志　 大阪市天王寺区　 656 2.42

ＳＳＢＴ　ＯＤ０５　ＯＭ

ＮＩＢＵＳ　ＡＣＣＯＵＮ

Ｔ－ＴＲＥＡＴＹ　ＣＬＩ

ＥＮＴＳ

（常任代理人　香港上海銀

行東京支店）　

338 PITT STREET SYDNEY NSW 2000AUSTRALIA　

（東京都中央区日本橋３丁目11－１）
633 2.34

計 － 15,270 56.37
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成26年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    360,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 26,691,000 266,910 －

単元未満株式 普通株式     38,464 － －

発行済株式総数 27,089,764　 － －

総株主の議決権 － 266,910 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成26年３月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

西尾レントオール㈱
大阪市中央区東心斎橋

１丁目11番17号
360,300 － 360,300 1.33

計 － 360,300 － 360,300 1.33
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２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年１月１日から平

成26年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年10月１日から平成26年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 20,841,147 21,962,287

受取手形及び売掛金
※2 25,200,400 ※2 31,468,953

有価証券 1,000,000 1,000,000

商品及び製品 461,528 429,180

仕掛品 707,484 778,682

原材料及び貯蔵品 604,134 637,249

その他 6,337,982 10,151,855

貸倒引当金 △428,871 △434,702

流動資産合計 54,723,807 65,993,507

固定資産

有形固定資産

貸与資産（純額）
※1 32,035,556 ※1 37,705,913

土地 17,573,865 17,730,436

その他（純額） 7,441,777 7,582,581

有形固定資産合計 57,051,199 63,018,932

無形固定資産

のれん 18,186 69,725

その他 398,901 410,047

無形固定資産合計 417,088 479,772

投資その他の資産

その他 8,195,568 8,385,979

貸倒引当金 △381,385 △360,611

投資その他の資産合計 7,814,182 8,025,367

固定資産合計 65,282,469 71,524,072

資産合計 120,006,277 137,517,580

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,887,315 16,938,127

短期借入金 2,920,000 2,790,000

1年内返済予定の長期借入金 4,191,268 6,873,924

1年内償還予定の社債 1,570,000 1,594,000

リース債務 4,427,395 5,735,177

未払法人税等 2,618,570 4,126,751

賞与引当金 1,510,414 1,667,493

役員賞与引当金 77,647 83,711

その他 10,452,674 13,455,961

流動負債合計 41,655,285 53,265,147
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年３月31日)

固定負債

社債 3,657,500 3,276,000

長期借入金 5,373,977 2,766,357

リース債務 14,097,627 17,726,136

退職給付引当金 293,105 311,335

役員退職慰労引当金 110,120 107,142

資産除去債務 357,834 366,294

その他 363,112 409,095

固定負債合計 24,253,278 24,962,360

負債合計 65,908,564 78,227,508

純資産の部

株主資本

資本金 6,045,761 6,045,761

資本剰余金 7,355,589 7,355,589

利益剰余金 39,371,725 44,307,752

自己株式 △674,251 △676,467

株主資本合計 52,098,825 57,032,636

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 95,190 108,156

為替換算調整勘定 64,512 121,219

その他の包括利益累計額合計 159,703 229,376

新株予約権 13,295 17,665

少数株主持分 1,825,889 2,010,393

純資産合計 54,097,713 59,290,071

負債純資産合計 120,006,277 137,517,580
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年３月31日)

売上高 48,348,620 55,154,001

売上原価 27,288,489 30,341,182

売上総利益 21,060,130 24,812,819

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 234,688 32,015

給料及び賞与 4,926,964 5,128,131

賞与引当金繰入額 1,461,806 1,603,709

役員賞与引当金繰入額 52,614 83,711

退職給付費用 124,809 127,840

役員退職慰労引当金繰入額 13,706 8,042

その他 7,631,644 8,129,890

販売費及び一般管理費合計 14,446,235 15,113,341

営業利益 6,613,894 9,699,478

営業外収益

受取利息 18,642 24,968

受取配当金 2,305 2,481

持分法による投資利益 98,288 89,214

為替差益 434,162 76,149

その他 297,594 293,229

営業外収益合計 850,992 486,042

営業外費用

支払利息 272,127 299,869

その他 58,863 27,973

営業外費用合計 330,990 327,843

経常利益 7,133,897 9,857,677

特別利益

固定資産売却益 7,613 6,580

受取補償金 34,078 11,319

特別利益合計 41,692 17,899

特別損失

固定資産除売却損 46,241 49,921

関係会社整理損 －
※ 44,050

特別損失合計 46,241 93,972

税金等調整前四半期純利益 7,129,347 9,781,605

法人税、住民税及び事業税 2,978,007 4,111,382

法人税等調整額 △169,590 △296,891

法人税等合計 2,808,416 3,814,490

少数株主損益調整前四半期純利益 4,320,931 5,967,114

少数株主利益 188,298 229,180

四半期純利益 4,132,632 5,737,933
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,320,931 5,967,114

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 36,357 10,688

為替換算調整勘定 △38,194 61,713

持分法適用会社に対する持分相当額 10,839 1,973

その他の包括利益合計 9,002 74,374

四半期包括利益 4,329,933 6,041,489

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,184,569 5,807,600

少数株主に係る四半期包括利益 145,363 233,888
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 7,129,347 9,781,605

減価償却費 6,031,544 6,645,199

のれん償却額 13,117 10,423

貸倒引当金の増減額（△は減少） 84,129 △17,674

賞与引当金の増減額（△は減少） 143,338 153,686

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 2,744 6,063

退職給付引当金の増減額（△は減少） 773 17,858

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8,089 △2,977

受取利息及び受取配当金 △20,948 △27,449

支払利息 272,127 299,869

持分法による投資損益（△は益） △98,288 △89,214

固定資産除売却損益（△は益） 38,628 43,340

賃貸資産の売却による原価振替高 115,411 97,930

賃貸資産の取得による支出 △3,571,290 △4,525,527

売上債権の増減額（△は増加） △3,727,685 △6,224,183

たな卸資産の増減額（△は増加） △307,313 △71,332

仕入債務の増減額（△は減少） 1,931,155 3,042,872

その他 △28,718 △459,090

小計 7,999,983 8,681,396

利息及び配当金の受取額 68,884 26,571

利息の支払額 △272,962 △299,494

法人税等の支払額 △2,538,080 △2,636,358

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,257,824 5,772,115

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,003,600 △13,601

定期預金の払戻による収入 1,000,000 10,000

短期貸付金の増減額（△は増加） 21,405 △102,850

有形固定資産の取得による支出 △378,377 △583,498

有形固定資産の売却による収入 11,068 27,291

無形固定資産の取得による支出 △27,656 △50,860

営業譲受による支出 － △31,500

投資有価証券の取得による支出 △1,007 △21,220

関係会社出資金の払込による支出 － △20,554

関係会社株式の取得による支出 △21,460 －

少数株主からの子会社株式取得支出 △500 △1,900

長期貸付けによる支出 △30,580 △51,264

長期貸付金の回収による収入 4,140 13,905

敷金及び保証金の差入による支出 △31,950 △63,586

敷金及び保証金の回収による収入 44,182 25,815

その他 － 20

投資活動によるキャッシュ・フロー △414,334 △863,802
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △102,500 △130,000

長期借入れによる収入 940,000 1,200,000

長期借入金の返済による支出 △3,509,770 △1,124,964

社債の発行による収入 2,382,030 198,782

社債の償還による支出 △540,000 △557,500

リース債務の返済による支出 △1,617,986 △2,459,764

割賦債務の返済による支出 △7,322 △8,808

自己株式の取得による支出 △211 △2,216

子会社の自己株式の取得による支出 △8,685 △146

配当金の支払額 △400,959 △801,906

少数株主への配当金の支払額 △46,853 △87,249

その他 － 36

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,912,258 △3,773,735

現金及び現金同等物に係る換算差額 75,258 △17,038

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,006,489 1,117,539

現金及び現金同等物の期首残高 19,420,894 21,830,547

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 21,427,384 ※ 22,948,086
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【注記事項】

（追加情報）

（法人税率等の変更による影響）

　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が平成26年３月31日に公布され、平成26年４月

１日以後に開始する連結会計年度から復興特別法人税が課されないことになりました。これに伴い、繰延税金資

産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、平成26年10月１日に開始する連結会計年度に解消が見込

まれる一時差異については従来の38.0％から35.6％になります。

　この税率変更による当第２四半期連結累計期間の連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．貸与資産に含まれるリース資産（純額）

　
前連結会計年度

（平成25年９月30日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年３月31日）

　 16,624,763千円 21,262,028千円

 　

　２．受取手形裏書譲渡高及び受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成25年９月30日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年３月31日）

受取手形裏書譲渡高 84,108千円 174,922千円

受取手形割引高 24,504 162,074

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　関係会社整理損

当第２四半期連結累計期間において発生しております関係会社整理損は、非連結子会社であるRENT ALL KOREA

CO.,LTD.の整理に伴う出資や債権の清算に係る損失であります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年10月１日
至 平成25年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年10月１日
至 平成26年３月31日）

現金及び預金勘定 20,453,206千円 21,962,287千円

 有価証券勘定に含まれる譲渡性預金　 1,000,000 1,000,000

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △25,822 △14,201

計 21,427,384 22,948,086

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年３月31日）

配当金支払額　

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月19日

定時株主総会
普通株式 400,959 15.00 平成24年９月30日 平成24年12月20日 利益剰余金

 　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年10月１日　至　平成26年３月31日）

配当金支払額　

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月18日

定時株主総会
普通株式 801,906 30.00 平成25年９月30日 平成25年12月19日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年10月１日 至平成25年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告

セグメント その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３　 　

レンタル関連
事業

売上高      

外部顧客への売上高 46,936,972 1,411,647 48,348,620 － 48,348,620

セグメント間の内部売上高又
は振替高

34,152 187,410 221,563 △221,563 －

計 46,971,124 1,599,058 48,570,183 △221,563 48,348,620

セグメント利益 6,447,948 129,778 6,577,727 36,167 6,613,894

（注）１．「その他」区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、鋲螺類の製造、建設工事

用機械の製造、保険・不動産賃貸業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額36,167千円には、セグメント間取引消去36,167千円が含まれておりま

す。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　

　　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年10月１日 至平成26年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告

セグメント その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３　 　

レンタル関連
事業

売上高      

外部顧客への売上高 53,458,697 1,695,304 55,154,001 － 55,154,001

セグメント間の内部売上高又
は振替高

41,952 694,578 736,530 △736,530 －

計 53,500,650 2,389,882 55,890,532 △736,530 55,154,001

セグメント利益 9,539,051 164,610 9,703,661 △4,183 9,699,478

（注）１．「その他」区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、鋲螺類の製造、建設工事

用機械の製造、保険・不動産賃貸業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△4,183千円には、セグメント間取引消去△4,183千円が含まれておりま

す。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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（金融商品関係）

　金融商品については、当該金融商品に関する四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日

に比して著しい変動が認められないため、また、認められるものについては、当四半期連結貸借対照表計上額と時

価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価との差額に重要性がないため、注記を省略して

おります。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成25年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成26年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 154円60銭 214円66銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 4,132,632 5,737,933

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 4,132,632 5,737,933

普通株式の期中平均株式数（株） 26,730,610 26,729,884

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 154円51銭 214円51銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） △97 △206

（うち子会社の発行する潜在株式に係る影響

額）
(△97) (△206)

普通株式増加数（株） 15,097 18,202

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－　 －　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年５月15日

西尾レントオール株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 増田　　豊　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梅原　　隆　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている西尾レントオー

ル株式会社の平成25年10月１日から平成26年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年１月１日

から平成26年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年10月１日から平成26年３月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、西尾レントオール株式会社及び連結子会社の平成26年３月31日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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